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横浜市住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱             

 

（目的） 

第１条  この要綱は、地球温暖化防止を推進するため、市が

実施する住宅用太陽光発電システム設置費補助金（以下

「補助金」という。）の交付手続等に関する基本的事項を

定めることにより、補助金交付に関する業務の適正かつ円

滑な運営を図ることを目的とする。 

 

（補助金の交付対象） 

第２条 次条に規定する太陽光発電システム（以下「対象シ

ステム」という。）を住宅へ設置し、自ら電力会社と電力

受給契約を結ぶ個人（法人、マンション管理組合等は対象

外）に対し、申請に基づき予算の範囲内で補助金を交付す

る。ただし、太陽光発電システムの住宅への設置に際し、

太陽熱利用システムの導入についても検討を行うことを

条件とする。 

２ 補助に係る住宅は、横浜市内の住宅で次の各号のいずれ

かに適合したものでなければならない。 

(1) 戸建て住宅で、補助金の交付を受けようとする者が居

住する住宅。ただし、建物所有者全員の同意がとれてい

る場合に限る。 

(2) 共同住宅で、補助金の交付を受けようとする者が居住

（建物に居住し、居住部への電力供給を目的としていれ

ば、階段、広場等、共用部分への供給を含むシステムも

可とする）している住宅。ただし、設置箇所に係る建物

所有者全員の同意がとれている場合に限る。 

３ 当該補助事業は、当該年度に対象システムの設置工事に

着手し、当該年度の３月１５日までに本要綱第１１条に定

める実績報告書を提出できる者を対象とする。ただし、工

事着手前に本要綱第８条に定める交付決定を受けているこ

とを条件とする。 

４ 前項にかかわらず、対象システム付きの建売住宅を購入

する場合は、当該年度に売買契約をし、当該年度の３月１

５日までに本要綱第１１条に定める実績報告書を提出でき

る者を対象とする。ただし、引渡し前に本要綱第８条に定

める交付決定を受けていることを条件とする。 

５ 当該補助事業は、横浜市補助金等の交付に関する規則第

２４条ただし書きに規定する市内事業者による入札又は２

人以上の市内事業者からの見積書の徴収を行い難い場合に

該当するものとする。 

 

（対象システム） 

第３条  対象システムとは、次の各号の要件に適合したもの

をいう。 

(1) 住宅の屋根等への設置に適した、低圧配電線と逆潮流

有りで連系し、かつ、太陽電池の最大出力（対象システ

ムを構成する太陽電池モジュールの公称最大出力（日本

工業規格に規定されている太陽電池モジュールの公称

最大出力。なお、日本工業規格を基準としているが、Ｉ

ＥＣ等の国際規格も可とする。）の合計値（ｋＷ表示と

し、小数点第３位を切り捨てる。）とする。以下同じ）

が１０ｋＷ未満の太陽光発電システムであるもの。 

(2) 未使用品であること（中古品は対象外）。 

(3) 平成 23 年度住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金

の補助事業者が定めるシステムの性能及び安全性等の

技術的仕様を満たすもの。ただし、上記補助事業者の技

術的仕様が示されるまでの期間においては、住宅用太陽

光発電導入支援対策費補助金技術仕様書（J-PEC 第

0810-0011号 改定平成21年8月17日）の要件に適合

するもの。 

 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、次の(1)と(2)の合計とする。 

(1) 今回設置する太陽電池の最大出力の値（キロワット表

示とし、小数点第３位を切り捨てる。以下同じ。）に１

万５千円を乗じて得た額（1，000円未満の端数がある時

は、これを切り捨てた額）。ただし、補助金の上限は６

万円とする。 

(2) 今回設置する太陽電池の最大出力の値（キロワット表

示とし、小数点第３位を切り捨てる。以下同じ。）に１

万５千円を乗じて得た額（1，000円未満の端数がある時

は、これを切り捨てた額）。ただし、補助金の上限は５

万２千円とする。 

２ 過去に対象システムを設置したことのある者の場合は、

次の(1)と(2)の合計とする。 

(1) 今回設置する太陽電池との合計最大出力の値から過去

に設置した太陽電池の最大出力の値を差し引いた値に

１万５千円を乗じて得た額（1,000 円未満の端数がある

時はこれを切り捨てた額）とする。ただし、６万円から

過去に交付した金額を控除した額を上限とする。 

(2) 今回設置する太陽電池との合計最大出力の値から過去

に設置した太陽電池の最大出力の値を差し引いた値に１

万５千円を乗じて得た額（1,000 円未満の端数がある時

はこれを切り捨てた額）とする。ただし、５万２千円か

ら過去に交付した金額を控除した額を上限とする。 

 

（募集） 

第５条 市は、年度毎に定める募集開始日から当該年度の２

月１５日までの間、この要綱に基づく補助を受けようとす

る者について募集を行うものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は受け付けた申請書に係

る補助予定金額の総額が予算の範囲を超える日（以下「予

算を越える日」という。）をもって受付を終了する。 

 

（補助金の交付申請） 

第６条 補助金の交付を得ようとする者（以下「申請者」と

いう。）は、次に掲げる書類を添付して、補助金交付申請

書（第１号様式）を市長に提出しなければならない。 

(1)現況写真（カラー） 
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(2)同意書（建物所有者が申請者以外に存在する場合） 

(3)太陽光パネルの設置計画図（建売り購入の場合は設置

図） 

(4)「工事請負契約書」の写し又は建売住宅の「売買契約書」

の写し 

(5)補助対象工事の内訳書 

(6)印鑑登録証明書（申請日から３か月以内に発行されたも

の） 

(7)その他市長が必要と認める書類 

２ 交付申請は、市長が定める場所に持参することにより行

うものとする。 

 

（事務の代行） 

第７条 申請者は、申請に係る事務の手続きを第三者に代行

させることができる。 

２ 申請者は、前項の事務手続きを代行させる場合、事務代

行届（第２号様式）を市長に提出しなければならない。 

   

（受付、交付の決定及び不交付の決定） 

第８条 市長は、受付を先着順に行う。 

２ 市長は、申請書を受け付けた後、速やかにその内容を審

査し、補助金交付決定（以下「交付決定」という。）の適否

を判断し、適正な受付があった日の順に補助金を交付する

者（以下「交付決定者」という。）及び補助金交付額を決定

する。 

３  市長は、必要があると認めたときは、交付決定に関し条

件を付すことができる。 

４  市長は、交付を決定したときは補助金交付決定通知書（第

３号様式。以下「決定通知書」という。）により、また、

交付しない旨の決定をしたときは補助金不交付決定通知

書（第４号様式。以下「不交付決定通知書」という。）に

より、申請者にその旨を通知する。 

  

（計画変更届の提出） 

第９条 申請者は、第８条第４項の決定通知書を受けた後、

申請書に記載した次に掲げる事項を変更するときは、計画

変更届（第５号様式）を市長に提出し、その承認を受けな

ければならない。ただし、計画変更届により補助金交付決

定金額を増額することはできない。 

(1) 補助金交付決定金額 

(2) 交付決定者名 

２ 市長は、補助金交付決定金額の変更について承認した場

合、承認した証として、受理番号、受理年月日を記入した

写しを交付決定者に返却するものとする。 

３ 市長は、交付決定者名の変更について承認した場合、計

画変更承認通知書（第６号様式）によりその旨を通知する

ものとする。 

４ 計画変更届の提出は、市長が定める場所に持参すること

により行うものとする。 

 

（中止の承認申請） 

第１０条 交付決定者は、対象システムの設置を中止しよう

とするときは、速やかに計画中止承認申請書（第７号様式）

を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 市長は、前項の計画中止について承認した場合、計画中

止承認通知書（第８号様式）によりその旨を通知するもの

とする。 

３ 計画中止承認申請書の提出は、市長が定める場所に持参

することにより行うものとする。 

（実績報告書の提出） 

第１１条 交付決定者は、電力会社との受給開始日から３０

日以内かつ当該年度の３月１５日までに、次に掲げる書類

を添付して、実績報告書（第９号様式）を市長に提出しな

ればならない。 

(1)対象システムの設置費に係る領収書の写し 

(2)対象システムの設置状態を示すカラー写真 

(3)太陽光モジュールの製造番号・出力 対比表 

(4)電力会社との電力受給契約書の写し 

(5)住民票又は外国人登録原票記載事項証明書（実績報告書

の提出前３か月以内のもの） 

(6)その他市長が必要と認める書類 

２ 実績報告書の提出は、市長が定める場所に持参すること

により行うものとする。 

 

（補助金交付額の確定及び補助金の交付） 

第１２条 市長は、前条の実績報告書を受理したときは、そ

の内容を審査し、補助金交付額を確定し、補助金交付額確

定通知書（第 10 号様式）により、交付決定者に対し補助

金を交付する旨を通知し、それを交付しなければならない。 

 

（管理） 

第１３条 補助金の交付を受けた者は、対象システムをその

法定耐用年数の期間、善良なる管理者の注意をもって管理

し、その居住する住宅における電力の消費の用に充てなけ

ればならない。この場合において、交付を受けた者は、天

災地変その他交付を受けた者の責に帰することのできな

い理由により、対象システムが損傷又は滅失したときは、

その旨を市長に届け出なければならない。 

 

（処分の制限） 

第１４条 交付を受けた者は、対象システムの法定耐用年数

の期間内において、当該対象システムを処分しようとする

ときは、あらかじめ処分承認申請書（第11 号様式）を市

長に提出し、その承認を受けなければならない。 

 

（補助金交付決定及び交付額の確定の取消し並びに補助金

の返還） 

第１５条 市長は、次の各号の何れかに該当する場合は、第

８条第４項の規定による補助金交付決定又は第１２条の補

助金交付額の確定を取り消すことができる。 

(1) 補助金交付決定を受けた者が、本要綱に違反した場合 

(2) 補助金交付額の確定を受けた者が、本要綱に違反した

場合 

(3) 補助金交付額の確定を受けた者が、補助金を対象シス

テムの設置以外の目的に使用した場合 

２ 市長は、前項の取消をした場合において、当該取消に係

る部分に交付された補助金の返還を請求することができ

る。 

３ 市長は、補助金交付を受けた者が、前条の規定により承

認を受けて対象システムを処分したときは、交付を受けた

補助金の全部又は一部の返還を請求することができる。 

 

（協力） 

第１６条 市長は、補助金交付決定者又は交付を受けた者に

対し、次に掲げる事項について協力を求めることができる。 

(1) 横浜市や横浜市地球温暖化対策推進協議会等で取り組

んでいる、「環境家計簿」、「省エネ講習会」等のアンケ

ート、太陽光発電・太陽熱利用に関するアンケート。 



 3

(2) その他「体験談」等、市長が協力依頼する事項 

 

（雑則） 

第１７条 この要綱により定めるものの他、補助金の交付に

ついて必要な事項は、市長が定める。 

 

 

附則  この要綱は、平成１７年５月１０日から施行する。 

附則  この改正は、平成１８年４月１４日から施行する。 

附則  この改正は、平成１９年４月 １日から施行する。 

附則  この改正は、平成２０年４月２５日から施行する。 

附則  この改正は、平成２１年４月 １日から施行する。 

附則  この改正は、平成２２年４月 １日から施行する。 

附則  この改正は、平成２３年４月 １日から施行する。 

附則  この改正は、平成２３年５月 １日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


